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昨年度の学校運営協議会で、あるメディアに掲載された投書の話が話題になりました。投稿

者は高校3年生。「入学から今まで、マスク越しの顔しか知らない仲間。合唱部に所属し、一生命

練習に励んできたが、コンクールや発表会は中止が続く。そんな私たちを、『かわいそう』『もっ

たいない』と表現する人がいる。勝手に判断しないでほしい。『かわいそう』なんて言わないで

ほしい。私は大切な仲間と共に、とても充実した3年間を過ごしてきた。かけがえのない時間だっ

た。一生大切にする思い出を築いた。これから始まる新しい生活に胸がワクワクしている。」とい

うような内容でした。 

この３年間のコロナ禍の学校を思い返すと、どうしても一般化して判断してしまう自分がいま

した。子どもたちの価値観、見方・考え方を想像する大切さを改めて感じました。 

これまで学校は、感染症対策に配慮しながら、教育活動を進めてきました。そこから変わるこ

とへの不安、期待、要望等、教職員も子どもも保護者も、様々な思いが沸き起こってくることでし

ょう。「変わる」にはエネルギーが必要です。子どもたちの思いを受け止めながら、全教職員で

学校教育目標である「自進力！西富」を進めていきたいと思っています。 

以前からお知らせしている通り、「学校の教育活動では、マスク 

の着用を求めないことを基本とする」としています。また、登下校時 

や運動時等は、今後、熱中症の危険性が高まることから、特に積極 

的にマスクを外すよう呼びかける必要があります。熱中症は子ども 

たちの生死に直接関わる問題です。ご家庭でもお子様にお話し 

いただきますようご理解、ご協力をお願いします。 

生活様式の転換に戸惑う子どもたちもいることと思いますが、 

学校では引き続き、感染症対策を行いながら、様々な事情により、 

マスクの着用を希望する子どもたちの心情にもしっかりと寄り 

添いながら、学習活動、健康管理、安全指導を行っていきます。 

学校のアイドル かめまろ 

学校教育目標「自進力！西富 ～実感・共感・主体性～」 



入学式 ４月７日（金） 

今年も新１年生が西富岡小学校に入学しました。

２年生からのお祝いの動画をみたり、西富岡小学校

のマスコットキャラクター、“にしふわちゃん”と

合言葉を確認したりしました。「にこにこえがお」

「しっかりあいさつ」「ともだちたくさん」「みんなな

かよく」を合言葉に、１年生が安心して楽しく学校

に通うことができるよう、学校全体で見守り育んで

いきます。                                                        

委員会活動 ４月１３日（木） 

４月１３日（木）に、５年生と 6 年生は委員会

活動を行いました。子どもたちは、それぞれ自分が

希望した委員会で、西富岡小学校をよりよい学校に

するために、委員会の目当てや、年間の活動計画を

決ました。 

 また、４月１７日（月）には、原案説明会があ

り、学校教育目標である【自進力！西富】をもとに

生活の中で児童会活動をすることを各委員会の委員

長と確認しました。学校全体を子どもたち自身でよ

り良くしていくことの大切さを共有しました。 
６年国会見学 4 月 14 日（金） 

新学期が始まったばかりの週の金曜日に、６年生は国会見学に出かけました。社会科では憲法

のことや政治について学習をします。午前中は衆議院本会議場などを見学をしました。その後、

上野公園でご飯を食べて、国立科学博物館の見学をしました。自分の興味のある場所でじっくり

立ち止まって見聞を深めました。 

 

 

 

 



１年生を迎える会 4 月 1７日（月） 
 
校庭で、初めて全学年が集まって、新入生を歓迎する集会を行

いました。１年生が、生活科の学習に興味がわくように、学校探
検クイズを各学年から出したり、２年生から学校探検の地図の
プレゼントを渡したりしました。そしてこれから始まる小学校
生活を楽しんでほしい思いを込めて「幸せなら手をたたこう～
西富バージョン～」をみんなで歌いました。 

 

音楽朝会 4 月２4 日（月） 
３年ぶりに体育館に子どもたちの歌声が戻ってきまし

た。今月の歌「校歌」は１年生もしっかり覚えて歌うこと
ができ、高学年の児童は西富岡小学校の見本として、きれ
いな声で歌うことができました。音楽朝会の最後は、全校
の児童で体育館中に校歌のメロディを響かせて歌いまし
た。 

 
 

朝読書 4 月２５日（火） 
毎週火曜日 8:30～8:45 に、子どもたちは朝読書を行っ

ています。子どもたちは、心穏やかに読書を楽しんでいます。
教室の机には、左側に読書バッグが、右側にはタブレット端
末がかかっています。一日の中の隙間時間に読書をしたり、
知りたいと思ったことをすぐに調べたりすることができま
す。読書に親しむとともに、主体的に学ぶことができるよう、
継続して支援していきたいと思います。 

児童専任だより                             小澤 卓也 
 昨年度に引き続き、児童支援専任になりました小澤卓也（おざわたくや）です。どうぞよろ
しくお願いいたします。 
 さて、毎日朝と帰りに校門に立ち、挨拶をしながら子どもたちの表情を見ています。元気に
挨拶を返す子、少し眠そうに挨拶をする子と様々です。各教室を回りながら「気持ちのよいあ
いさつをしよう」「教室移動では、しゃべらず静かに行動しよう」「机上も含め整理整頓をしよ
う」と子どもたちに呼びかけています。まずは挨拶から、気持ちよく進んでできるようにして
いきたいと思います。 
＜お知らせ＞ 

あおぞらルームについては、個人面談を通して担任と相談していただきます。希望される方
は担任または児童支援専任までお申し出ください。申込用紙をお渡しいたします。 
 加えて、放課後の学校への忘れ物の扱いについてのプリントを配付しました。学校に忘れ物
をしてしまった場合、防犯、交通安全上の観点から放課後に忘れ物を取りに学校へは行かない
ようにお願いいたします。詳細はプリントをご覧ください。 
 子どもたちの安全と安心のために、ご理解とご協力をお願いいたします。 
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